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「疾患特異的iPS細胞における
環状染色体の自己修復」

≪概要≫

環状染色体は一般的に同一染色体の長腕と短腕の末端の欠失を伴って融合することで
形成される。ヒトにおける先天的な環状染色体形成は様々な発育異常や精神遅滞に関与

し、後天的にはがんに関与する事が知られている。しかし、他の染色体異常と同様にこれ
らの疾患に対する根本的な治療は存在しない。また、環状染色体は脊椎動物において、

再現性よく形成できるモデルがないため、その挙動や機構について未解明な点が多い。そ
こで、私たちは環状染色体（13番と17番）を持つ患者からiPS（誘導性多能性幹）細胞を作

製した。予想外に、樹立された大半のiPS細胞株のほとんどの細胞はリング染色体を失い、
染色体不分離により片親性ダイソミーに変化していることを見出した。今回のセミナーでは、

これらの知見を紹介するとともに、この知見をもとにしたiPS細胞を用いた新しい「染色体治
療」の可能性についても議論したい。
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